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乙字（25歳）

明治 39 年（1906）8月撮影

いわき市勿来関文学歴史館　令和 4年度第 1回企画展
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令和4年4月 23日（土）～ 7月 3日（日）

休館日　5月18日（水）・6月15日（水）

会期中のイベント

演 題：「大須賀乙字の出発

 ～新傾向俳句の提唱者として～」

講 師：田部知季氏（早稲田大学文学学術院）

日 時：6月 18 日（土）　14 : 00 ～ 15 : 30

会 場：体験学習施設　吹風殿（当館に隣接）

参加料：無料

定 員：25 名（先着順、要事前申込）

出 演：山椒家小粒、武相亭八木助

日 時：4月 30 日（土）　14 : 00 ～ 15 : 30

会 場：体験学習施設　吹風殿（当館に隣接）

参加料：無料

定 員：25 名（先着順、要事前申込）

日 時：5月 8日（日）・6月 12 日（日）

  14 : 00 ～ 14 : 30

当館学芸員が展示内容について解説します。

講演会

勿来の関寄席

ギャラリートーク（要観覧券）

※講演会・勿来の関寄席の申込みは、電話またはメールにてお願いします。

※ＳＮＳからの連絡については、対応できない場合がありますので、ご了承

ください。

※来館にあたって、マスクの着用、入館前の検温、来館者カードの記入、手

指の消毒などにご協力ください。また、発熱などの症状がある場合、入館

をお断りすることがありますので、ご了承ください。

●観覧料は次のとおりです。
※カッコ内は 20名以上の団体料金

一 般　330 円（280 円）

大高中　220 円（170 円）

小学生　170 円（110 円）

※無料になる場合

・市内に住所を有する 65歳以上の方

・身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳を

お持ちの方

・市内の小・中・高・専修・高専生

（土曜と日曜のみ）

開館時間　9 : 00 ～ 17 : 00 入 館 は
16：30 まで

いわき市勿
なこそのせき

来関文学歴史館
〒979-0146　福島県いわき市勿来町関田長沢 6-1

Tel : 0246-65-6166　Fax : 0246-65-6167

E-mail : bunreki@iwaki-ec.or.jp

ホームページ



大
須
賀
乙
字
と
近
代
俳
句

　
大お
お

須す

賀が

乙お
つ

字じ

（
明
治
十
四
年
〈
一
八
八
一
〉
～
大
正
九
年

〈
一
九
二
〇
〉）
は
、
福
島
県
い
わ
き
市
出
身
の
俳
人
で

す
。
東
京
音
楽
学
校
の
教
授
を
勤
め
ま
し
た
。
乙
字
は

斬
新
な
俳
論
「
新
傾
向
俳
句
」
を
提
唱
し
、
当
時
の
俳

句
界
に
新
風
を
巻
き
起
こ
し
ま
す
。
学
生
時
代
か
ら
河か
わ

東ひ
が
し

碧へ
き

梧ご

桐と
う

に
師
事
し
、
小お

澤ざ
わ

碧へ
き

童ど
う

・
喜き

谷た
に

六り
っ

花か

と
と

も
に
碧
梧
桐
門
下
（
碧
門
）
の
三さ
ん

羽ば

烏が
ら
すと
称
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
三
人
に
荻お
ぎ

原わ
ら

井せ
い

泉せ
ん

水す
い

・
松ま
つ

本も
と

金き
ん

鶏け
い

城じ
ょ
う・
細ほ
そ

谷や

不ふ

句く

・
宇う

佐さ

美み

不ふ

喚か
ん

楼ろ
う

を
加
え
た
七
人
は
、
句
会
・
旅

行
・
観
劇
・
冠
婚
葬
祭
の
集
ま
り
な
ど
を
通
じ
て
親
し

く
交
流
し
ま
し
た
。

小澤碧童葉書（明治 38 年〈1905〉）喜谷六花葉書（明治 38 年〈1905〉頃）

荻原井泉水葉書（明治 39 年〈1906〉）松本金鶏城葉書（年不詳）

伊東月草書簡（部分、大正 8年〈1919〉頃）

村上鬼城書簡（部分、大正 4年〈1915〉）

『
炬
火
』
の
仲
間
と
句
友
た
ち

　
碧
門
の
友
人
の
ほ
か
の
乙
字
の
仲
間
に
は
、
句
集

『
炬き
ょ

火か

』
に
入
集
し
た
俳
人
た
ち
が
い
ま
す
。
乙
字
と

と
も
に
『
石し
ゃ
く
な
げ楠
』
を
創
刊
し
た
臼う
す

田だ

亜あ

浪ろ
う

・
風か
ざ

見み

明め
い

成せ
い

、『
常
盤
木
』
の
社
主
川か
わ

俣ま
た

馨け
い

一い
ち

、『
懸か
け

葵あ
お
い』
に
拠
る

大お
お

谷た
に

句く

仏ぶ
つ

・
名な

和わ

三さ
ん

幹か
ん

竹ち
く

・
岩い
わ

谷や

山く
ち
な
し

梔
子
、
直
弟
子
の

大お
お

江え

瑞ず
い

光こ
う
・
逸へ
ん

見み

竹ち
く

石せ
き

、
吉よ
し

田だ

冬と
う

葉よ
う

な
ど
が
著
名
で
す
。

『
炬
火
』
以
外
の
乙
字
の
若
い
門
弟
に
は
伊い

東と
う

月げ
っ

草そ
う

、

金か
な

尾お

梅う
め

の
門か
ど

、
内な
い

藤と
う

吐と

天て
ん

な
ど
が
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か

の
句
友
と
し
て
は
、
高た
か

浜は
ま

虚き
ょ

子し

・
中な
か

村む
ら

不ふ

折せ
つ

・
坂さ
か

本も
と

四し

方ほ
う

太だ

・
岡お
か

本も
と

癖へ
き

三さ
ん

酔す
い

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

村
上
鬼
城
と
の
友
情

　
群
馬
県
高
崎
市
の
俳
人
、
村む
ら

上か
み

鬼き

城じ
ょ
うの
句
を
高
く
評

価
し
た
乙
字
は
、『
鬼
城
句
集
』（
大
正
六
年
〈
一
九
一
七
〉

刊
）
の
編
集
・
刊
行
に
尽
力
し
ま
し
た
。
乙
字
は
句
集

の
序
に
お
い
て
、「
明
治
大
正
の
御
代
に
出
で
て
、
能よ

く
芭
蕉
に
追
随
し
一
茶
よ
り
も
句
品
へ
の
優ま
さ

つ
た
作
者

が
あ
る
。
実
に
わ
が
村
上
鬼
城
氏
其
人
で
あ
る
―
実
に

明
治
大
正
俳
壇
の
第
一
人
者
な
り
」
と
絶
賛
し
て
い
ま

す
。
乙
字
へ
の
鬼
城
の
書
簡
は
、出
会
い
の
頃
の
こ
と
、

句
集
編
集
へ
の
感
謝
、
乙
字
の
俳
論
へ
の
鬼
城
の
コ
メ

ン
ト
な
ど
興
味
深
い
も
の
で
す
。
二
人
の
厚
い
友
情
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『句集炬火』（大正 6年〈1917〉刊）『鬼城句集』（大正 6年〈1917〉刊）


